
小ぎく生産における選別機導入 と作期拡大の効果

(農試経営部)
背景 とね らい

近年の転作強化や安定 した需要、また露地で比較的に容易に栽培 できる作 目であることか ら、
新規に導入す る産地が増えているが、従来か らの産地では生産者の高齢化や労働力不足の問題
がみ られるなど、小ぎく生産が停滞化 していることか ら、産地拡大に向けた新たな取 り組みが

必要 となっている。

今後の展開方向としては、作業の省力化 を図 り大規模化を進め、企と彼岸の大きな需要期に
より多 く販売することが産地拡大のためには重要 となる。今回、本県の主要小ぎく産地の農家
の経営実態か ら、小ぎく生産の省力化 と作期拡大による経営の改善効果ついて明 らかに したの

で、指導上の参考に供する。

技術の内容

(1 )選 別作業の省力化 (選別機の省力効果)

ア 選 別機 は、時間的には選別～結束 ・葉取 ・切断までの選別 。調整作業では約20 %、 選別作業
だけでは約50 %省 力化することができる (表1)。

イ 機 械選別 と手選別の10 a当 た りの選別～調整経費か ら、機械選別の経済的効果があ らわれ

る下限面積 は、約2. 8 h a (単収25 , 0 0 0本、労賃が75 0円の場合)で ある (図1)。

ウ 効 率的に選別機 を動かすためには、表 3よ り選別機は10 0本当た り14 6秒かかるのに対 し、

調整作業は 10 0本当た り39 3秒かかるので、作業体制は機械選別に 1人 、調整作業に 3人 の 4

人体制が望ましい。

工 現 状の小 ぎくの経営規模では、個別経営での導入は負担が大き く、また個別経営で導入す

る際に、家族労働力を4八 確保できない場合には雇用を必要 とす ることか ら、共同利用によ

る利用が望 ま しい。

(2 )作期拡大の効果について

小ぎくは、盆、彼岸のある8、 9月 に大きな需要期があ り、 9月 の方が 8月 より入荷量 も多

く高単価 とな っている。小ぎくが水稲 と組み合わせ られることが多い地域では、 0月 咲きは労

働が水稲 と競合 じ8月 咲きよりも生産量が少ない。

5月 の労働 力が不足 し8月 咲きよ り9月 咲 きの生産量が少ない場合には、 9月 咲き品種の苗

を購入 し9月 咲きの生産を拡大することで労働力を有効に利用 し、所得を増加 させ ることがで

きる (表2)。  ま た、購入首の価格 と9月 咲 きの10 a当 た りの利潤 の関係から、購入苗の上限

価格は約20円である (図2)。

指導上の留意事項

(1 )選別機の利用 下限面積、所要労働時間等は、選別機を利用 してい る農家の実績や労賃単価か

ら求めたものである。また、選別機の導入により、荷揃いの均一化等による単価の向上、省力

化による面積の拡大、作業時間の改善等の効果が期待できるが、これ らは地域の条件によって

考慮す ること。

(2 )苗の外部化に よる作期拡大の効果については、水稲 との複合経営を想定 してお り、単価、収

量等は事例農家や小ぎく生産者協議会の実績から求めたものであることから、導入にあたって

は、地域の条件 を考慮すること。
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試験成績

表 1  選 別機 の能率

100A・1人当たり

選別 ・調 整

時間

1時間・1人当たり

選別 ・調整

本数

100A・1人当たり

選別時間 (試

算)

1時間。1人当たり
選別本数(試
算)

手 選 別 体 系 H分 04秒 542フト 4分 31秒 1,320本

機械選別体系 9分 00秒 667本 2分 26秒 2,460本

導入による変化 -18.60/O +23.10/o -46.10/c +86.40/0
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表 2

図 1 費 用曲線 に よる経 済性 の比較

9月 咲きの購入苗を経営に取 り入れた

( 2 5 . 5 a )場合の収益性 (試算)

単収 1 8 , 8 5 1 本( A 農家)

単価   3 3 円 ( A 農家)
3 6 円( 9 月咲き、W 町 小ぎく

生産者協議会)

図 2  購 入苗の価格 と1 0 a当たりの利潤 ( 9月 咲

き)の関係

表 2 の 前握条件 ( 単収、 9 月 咲 きの単価) の もとでは、

首の価格が約2 0 円までであれ ば利潤 を確保できるので、高

購入によ り9 月 咲 きを導入で きる。

月咲き拡大【85.5a)

1 , 5 7 8 , 0 7 0

2 , 0 7 2 , 5 4 6

1 1 7 , 8 9 9

8 4 , 8 3 6

1,695,969

労働時間(hr

祖収益

流通経費

5 , 4 9 9 , 9 6 2

1 , 5 1 8 , 1 3 4

852,713

1,578,209
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